義認の絶対的逆説 : ティリッヒの義認理解をめぐって by 近藤, 剛
Title義認の絶対的逆説 : ティリッヒの義認理解をめぐって
Author(s)近藤, 剛















                           近 藤  剛 
 













いた。これが「懐疑者の義認（Rechtfertigung des Zweiflers）」と呼ばれる思想である。 
 ＜義認と懐疑＞は、前期ティリッヒ（本稿の規定では第一次世界大戦後から 1933 年までの
思索活動期）における信仰義認論の再解釈をめぐる独自の問題設定である。これに関しては、



























































































































































































































































































































































































































































































(1) この主題に関する代表的な研究においても、そうした評価がなされている。例えば、Schnübbe, Otto: 
Paul Tillich und seine Bedeutung für den Protestantismus heute, Das Prinzip der 
Rechtfertigung im theologischen, philosophischen und politischen Denken Paul Tillichs, 




1999年以降のドイツ語版ティリッヒ全集補遺・遺稿集第 9巻、第 10巻、第 11巻の出版によって初
期ティリッヒの哲学博士論文（Tillich[1910]）や教授資格取得論文（Tillich[1915]）、草稿や断片を
含む未刊行テキストの存在が知られるようになったこと）。例えば、初期ティリッヒの神学構想が命
題として示された 1913/14 年の「組織神学草稿」（72 のテーゼ）を分析した Hummel, Gert: Das 
früheste System Paul Tillichs, Die Systematische Theologie von 1913, in: Neue Zeitschrift für 
Systematische Theologie und Religionsphilosophie, 35.2, 1993, S.115-132; この「組織神学草稿」
の命題内容が詳細に展開された大部の未刊行テキスト「組織神学」（1913年）を扱い、「突破」と「逆
説」の概念について解明を試みた Scharf, Uwe Carsten: The Paradoxical Breakthrough of 
Revelation, Interpreting the Divine-Human Interplay inPaul Tillich’s Work 1913-1964, Walter 
de Gruyter: Berlin/New York, 1999; ティリッヒの信仰概念を 1913年の「教会弁証論」に遡って考
察した Korthaus, Michael: „Was uns unbedingt angeht“- der Glaubensbegriff in der Theologie 
Paul Tillichs, Verlag W. Kohlhammer: Stuttgart, 1999; 1919年の未刊行テキスト「義認と懐疑」に
おけるハイム批判を取り上げたSturm, Erdmann: Das absolute Paradox als Prinzip der Theologie 
und Kultur in Paul Tillichs “Rechtfertigung und Zweifel” von 1919, in: Hummel, Gert (ed.): The 
Theological Paradox, Interdisciplinary Reflections on the Centre of Paul Tillich’s Thought, 































































的に考察する際の理論的基礎として用いられていくことになる（cf., Tillich[1952], pp.228-230; 
Tillich[1961], pp.417-421）。この概念に対する批判的検討として、Schüßler, Werner: “Gott über 
Gott”, Ein Zentralbegriff Paul Tillichs (1987), in: “ Was uns unbedingt angeht”, Studien zur 
Theologie und Philosophie Paul Tillichs  (Tillich-Studien Band1), LIT Verlag: Münster, 1999, 
S.133-141; Clayton, Philip: The Problem of God in Modern Thought, Wm. B. Eerdmans 
Publishing Co., 2000, pp.467-471を参照。 
(9) ティリッヒの念頭にある「歴史家」は、エルンスト・トレルチである（cf., Tillich[1919c], p.186）。
この議論の思想的背景として、Troeltsch, E., Protestantisches Christentum und Kirche in der 







破することができる（cf., Tillich[1967], p.308）。 
(11) ティリッヒによれば、原理とは「起源（Anfang）」であり、「事実に即した一つの基盤」であり、「発
展を方向づける統制・支配」であるため、二つの原理が同時に並び立つことは本来あり得ないと考え




書ウニベルシタス 121）、法政大学出版局 1983年、320-321頁を参照。 
(14) 近年、カトリックの義認理解はプロテスタント（ルター派）に歩み寄りつつある。1999 年 10 月に
発表された「義認の教理に対する共同宣言」（cf., http://www.rechtfertigung.de/dok1.html）を参照。
その事情については Klaiber, Walter: Gerecht von Gott, Rechtfertigung in der Bibel und heute, 










結ばれる場合に限られる」（ibid., p.151）。尚、リッチュル神学に関しては Pannenberg, Wolfhart: 
Problemgeschichte der neueren evangelischen Theologie in Deutschland, Von Schleiermacher 
bis zu Barth und Tillich, Vandenhoeck & Ruprecht: Göttingen 1997, S.121-136; Rohls, Jan: 
Protestantische Theologie der Neuzeit, Band.1, Tübingen 1997, S.772-780を参照した。 
(16) 信仰の逆説はキェルケゴールの影響を受けた弁証法神学に共通するテーマであり、その理解の差異を
めぐって、バルト、ゴーガルテン、ティリッヒとの間で論争が繰り広げられた（cf., Tillich[1923c]; 
Barth, Von der Paradoxie des „positiven Paradoxes“; Gogarten, Zur Gesiteslage des Theologen, 
in: GW.Ⅶ）。この議論を参照すれば、ティリッヒの特徴が批判的逆説の中に前提されている肯定的逆
説の強調にあることが明瞭となるが、その詳細な論述については別稿に譲りたい。 
 
（こんどう・ごう 京都大学大学院文学研究科修士課程） 
 
ティリッヒ研究 
 56 
 
